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苫小牧市いじめ防止基本方針

はじめに

いじめは、決して許される行為ではない。いじめは、いじめを受けた児童生徒の教育を受ける権利を

著しく侵害し、その心身の健全な成長及び人格の形成に長期に渡って重大な影響を与えるのみならず、

その生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあるものである。

いじめの問題の解決に当たっては、未然防止、早期発見及び早期対応が重要である。また、こうした

取組を進めるに当たっては、学校、保護者及び地域がいじめの対応の基本姿勢を共有し、密接な連携の

もと、組織的な対応を図るよう改めて体制の整備を行わなければならない。更に、これまで起こったい

じめの重大事態を教訓に社会全体としていじめの防止に向けた新たな考え方で対策を講じる必要がある。

こうしたことから苫小牧市は、いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号、以下「法」）第１

２条の規定に基づき、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するために「苫小牧市い

じめ防止基本方針」を策定する。

第１ いじめの防止等の基本姿勢

１ 指針

（１）全ての子どもはかけがえのない存在であり、その健やかな成長を妨げるいじめは、絶対許されな

い。

（２）いじめの問題を解決するに当たっては、特定の子どもや学校だけではなく、広く社会全体の問題

として捉え、学校、保護者、地域がそれぞれの役割を理解し、相互に連携して取り組む。

（３）子どもは、自らが安心して安全に生活できる集団・学校・社会を作っていく推進者・当事者であ

ることを自覚し、いじめを絶対に許さない社会の実現に努める。

２ 考え方

（１）市

①いじめの防止に関する基本的な方針を定める。

②子どもが安心して心豊かに生活できるよう、いじめの防止に向けて必要な啓発を行う。

（２）教育委員会

①本方針に基づき、いじめの防止及び解決を図るための必要な施策を講じる。

②いじめの未然防止、早期発見及び早期対応に努め、いじめを受けた児童生徒に対する適切な支援

を行うために、相談体制の充実や関係機関の連携を強化するなど必要な体制整備に努める。

③学校、教育委員会、有識者等が連携していじめの防止に取り組むための組織を設置する。

④各学校のいじめの実態把握に努めるとともに、いじめに関する報告を受けたときは、迅速に必要

な措置を講じる。

（３）学校

①児童生徒が心豊かに生活できる環境づくりに努める。

②いじめの防止に取り組む組織を設置し、いじめの防止等に関する措置を実効的に行う。

③児童生徒がいじめの問題を主体的に捉え、その防止に向けて行動するよう指導する。

④児童生徒一人一人の実態の把握に努める施策を講じる。

⑤保護者や地域に対して、いじめの未然防止に関する啓発を行い、地域と一体となった取組を推進

する。



第２ いじめの防止等の取組

１ 市

（１）本方針を、ホームページや市広報誌等を通じて周知し、いじめの防止に係る啓発に努める。

（２）重大事態（法第２８条に規定）の報告を受け、市として対処の必要があると認めるときは、附属

機関を設けて調査する。

２ 教育委員会

（１）組織の設置

「苫小牧市いじめ問題対策評議員会」を設置し、いじめ防止等に関係する機関及び団体の連携

を図る。（本組織は、法１４条第１項及び第１４条第３項に規定される組織ではない。）

（２）具体的な取組

①教育活動を通じた道徳教育の充実

・豊かな心と感性を育む教育や人権教育、情報モラル教育の充実を図る。

②児童生徒への働きかけ

・いじめを「しない」「させない」「許さない」心情を育むため、子どもが当事者として主体的

にいじめの問題に取り組む事業を実施する。

③いじめ防止の啓発･研修

・児童生徒、保護者に対して、いじめ防止の重要性に関する理解を深めるために啓発を行う。

・教職員に対していじめの問題に関する研修等を行い、いじめに対する理解を深めるとともに、

指導力の向上を図るよう努める。

④いじめ相談窓口の周知

・教育委員会のいじめ相談の窓口を学校を通して毎年度全ての児童生徒に周知する。

⑤いじめの的確な実態把握

・全小・中学校が実施している定期的ないじめの実態調査を集約し、各学校の実態を把握する。

・インターネット上のいじめの問題に関する実態把握に努める。

⑥情報共有

・学校がいじめと認知したケースについては、当該児童生徒のアンケート調査結果等を学校と教

育委員会が共有し、指導の状況を把握する。

⑦連携の強化

・より多くの大人が子どもの悩みや相談を受け止めることができるようにするために、放課後や

休日等に児童生徒が過ごす施設など、学校教育以外を所管する部署と定期的な情報交換を行う

よう努める。

⑧学校評価の指導、助言

・学校が、学校評価において、いじめの事実が隠蔽されず、いじめの実態把握やその対応が適切

に行われているかを評価するとともに、その評価結果を踏まえた改善に取り組むよう指導、助

言する。

⑨重大事態への迅速な対応

・重大事態が発生した場合は、市長に報告し、学校と協議し、適切な調査を実施する。

３ 学校

（１）学校いじめ防止基本方針策定

①国・北海道・苫小牧市の基本方針を参酌し、自校におけるいじめの防止等の取組についての基本

的な方針や取組の内容等を「学校いじめ防止基本方針」として定める。

②策定した学校基本方針については、学校のホームページ・学校便り等で公開する。



（２）いじめの防止等に関する組織

当該学校におけるいじめの防止等に関する措置を実効的に行うため、複数の教職員・心理、福

祉等の専門的知識を有する者その他の関係者により構成される組織を置く。

（３）具体的な取組

①豊かな心と感性を育む教育や人権教育、情報モラル教育を推進する。

②児童会や生徒会においては、児童生徒が自発的・自主的にいじめを考え、自ら改善に向けた活動

を進められるよう指導する。

③いじめ防止の重要性に関する理解を深めるため、児童生徒への指導、保護者への啓発、教職員へ

の研修等を実施する。

④定期的にいじめの実態を把握し、適切に対応する。

・年間を通して定期的にいじめに関するアンケート調査等を実施する。

・いじめの疑いがあると判断される事例も含めてその状況を的確に把握する。

⑤アンケート調査と連動した定期的な教育相談を実施し、児童生徒がいじめを訴えやすい体制を整

える。

⑥いじめを行った側の児童生徒に対する指導については、保護者と連携を図るとともに全教職員が

毅然とした態度で一丸となって臨み、状況が改善しない場合は別室指導等にて個別の働きかけを

行う。

⑦いじめを受けた児童生徒が安心して教育を受けることのできる環境を整備する。

⑧自校のいじめの実態や対応方針等について、保護者会、学校便り及びホームページ等を通じて積

極的に情報発信し、ＰＴＡによるいじめの問題の学習会を開催するなどして、学校と保護者・地

域が一体となったいじめの防止に向けた取組を推進する。

⑨いじめの防止について、より実効性の高い取組を実施するために、ＰＤＣＡサイクルを学校基本

方針に盛り込み、組織的に点検し、必要に応じて見直しを図る。

⑩重大事態が発生した場合は、直ちに苫小牧市教育委員会に報告する。

第３ その他

１ 市は、基本方針の策定から３年を目途として、国や北海道の動向等を勘案して、その見直しを検討

し、必要があると認めるときは、その結果に基づいて措置を講じる。

２ 教育委員会は、各小・中学校における学校基本方針について、策定状況を確認する。

３ 学校は、いじめの防止の取組について、組織的にチェックし、必要に応じて学校基本方針の見直し

を図るなどＰＤＣＡサイクルに基づいた検証を学校評価と関連付けて行う。


